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■水防活動について

水防活動の現状整理水防活動の現状整理



水防活動

［水防団の実態（全国）］［水防団の実態（全国）］

・水防団員の処遇 ・水防団員数の推移

水防活動は極めて危険を伴う作業であるにも関わらず

・水防団員等の年齢構成比

水防活動は極めて危険を伴う作業であるにも関わらず、
出勤手当及び訓練手当の支給状況は非常に低い

昭和４６年から３８年間で約３２万人減少

（昭和４６年比 ２６．６％減）

３０歳未満の団員の占める割合は３０歳未満の団員の占める割合は
３９．３％から２０％まで減少

昭和４６年から３８年間で、６０歳以上の

団員の占める割合は約５．７倍に増加

出典：「水防2009」 全国水防管理団体連合会・社団法人建設広報協議会



■水防活動について

水防活動の水防活動の

課題及び対応方針（案）



水防活動

【課題】 水防活動【課題】 水防活動

《第１回検討会より》
①地域防災を担う人材育成と水防団等の人員確保①

【対応方針（案）】【対応方針（案）】

ⅰ：地域防災を担う人材の育成及び水防意識の向上
ⅱ：地域防災を担う人員の確保

【取り組み】
ⅰ：水防専門家派遣制度の利用
様 な を想定 防演 実施ⅰ：様々な状況を想定した水防演習の実施

ⅰ：暮らしの中の簡易水防工法の周知
ⅱ：水防協力団体制度の利用



○水防専門家派遣制度の利用

水防活動

○水防専門家派遣制度の利用
・水防団員数の減少
・高齢化 充分な活動ができない状況
・サラリーマン団員の増加による平日の参集人員の不足
・指導者の不足
・実践経験の不足

充分な活動ができない状況
水防知識・技能の伝承・習得が困難

水防専門家による水防知識・技能の伝承・習得に取り組んでいる

［水防専門家］とは
水防専門家の活動内容水防団、消防団、国土交通省のＯＢを中心として、

水防関係業務に携わった経験を有し、水防知識・
技能の伝承･指導を行うことが可能な人材

水防専門家の活動内容
・水防訓練における水防工法の指導
［平成２１年度派遣目的］
水防訓練、高津川水防演習、益田地区総合防災訓練、
宮崎県総合防災訓練 富士川水防訓練 水防演習

任期：３年（３年ごとに登録更新）

登録者数：１００名（近畿７名） ［平成２２年４月２０日現在］

平成２１年度 水防専門家派遣実績
派遣回数 ３２回 （近畿 ）

宮崎県総合防災訓練、富士川水防訓練、水防演習、
水災訓練、総合防災訓練、防災訓練

・水防に関する講習
［平成２１年度派遣目的］

・派遣回数：３２回 （近畿５回）

・派遣機関：２７機関 （近畿５機関）

（和歌山県白浜町、滋賀県土木交通部河港課、琵琶湖河
川事務所、兵庫県県土整備部土木局、兵庫県篠山市、
秋田市３回 高知河川国道事務所２回 徳島河川国道

［平成２１年度派遣目的］

水防工法講習会、水防工法に関する講演、
新規採用職員研修、水防技術講習会、水防研修会、
水難事故講習会、水防講習会

出典：社団法人 全国防災協会

秋田市３回、高知河川国道事務所２回、徳島河川国道
事務所２回、宮崎県河川課２回）

・延べ派遣者数：６５名 （近畿８名）

ⅰ：水防専門家派遣制度の利用



○様々な状況を想定した水防演習の実施

水防活動

○様々な状況を想定した水防演習の実施

一人ひとりが水防の意義及び
重要性について理解し、水防
意識の向上、知識・技能の伝
承・習得を図るため 水防演

出典 国土交通省（水防 基礎知識）

承・習得を図るため、水防演
習を実施する

出典：国土交通省（水防の基礎知識）

淀川の陸閘操作訓練

出典：豊岡河川国道事務所ＨＰ 実戦に役立つように工夫した訓練の実施
ⅰ：様々な状況を想定した水防演習の実施



○暮らしの中の簡易水防工法

水防活動

○暮らしの中の簡易水防工法

出典：長久手町ＨＰ

ゴミ袋を利用した簡易水防工法

2枚重ねの20リットル用ゴミ袋を2重にして、約10リットルの水道水を封入し、ありあわせ
の板２枚とインターロッキング用のレンガで固定し、玄関等への浸水を防ぐ工法です。

出典：災害・防災コラム（集中豪雨や水害に備える）

家庭でも出来る簡易水防工法を水防演習に取り入れ、住民の知識の向上を行っている

ⅰ：暮らしの中の簡易水防工法の周知



○水防協力団体制度の利用

水防活動

○水防協力団体制度の利用
［水防協力団体］とは
自助、共助、公助のバランスの取れた水防活動体制の確立を図るために、
水防管理者により指定され 水防団 消防団等と連携して水防協力業務を水防管理者により指定され、水防団・消防団等と連携して水防協力業務を
行い、水害の軽減に貢献する。

【対象：公益法人及び特定非営利活動法人（ＮＰＯ）】

水防協力団体が行う活動の事例
水防協力団体の活動内容

○災害時の活動
・異常箇所の発見等の情報収集
・巡視
・避難援助
・土のう袋詰め、運搬等の後方支援

○平常時の活動
・水防に関する情報等の収集、提供
・水防に関する調査研究
・水防に関する知識の普及・啓発
・水防訓練への参加

出典：国土交通省

ⅱ：水防協力団体制度の利用



資料－３（２）

■河川整備について

超過洪水等の対策に対する

河川整備

超過洪水等の対策に対する

課題及び対応方針（案）



河川整備について

【課題】 超過洪水等の対策【課題】 超過洪水等の対策
《検討会より》
①溢水における裏法洗掘による堤防や護岸の破損・決壊
②山腹の崩壊や渓流からの流木の流出
③流出土砂の堆積による河床埋塞
④今まで対応は計画規模に対して行っており、超過洪水を想定した整備は行っていない
⑤千種川流域内はＶ字谷地形であり、全面的に氾濫流が発生したため対応が困難
⑥今後5年の短期間で千種川の築堤・河道掘削・護岸・橋梁改築等を実施⑥今後5年の短期間で千種川の築堤 河道掘削 護岸 橋梁改築等を実施

【対応方針（案）】【対応方針（案）】

ⅰ：堤防が壊れにくくする整備
ⅱ：流域一体となった取り組み

【取り組み】
ⅰ：堤防補強対策（巻堤 側帯）

ⅱ：流域 体となった取り組み

ⅰ：堤防補強対策（巻堤、側帯）
ⅰ：氾濫流速軽減対策（水害防備林）
ⅱ：氾濫域対策（輪中堤、二線堤など）
ⅱ：家屋浸水被害防止対策（耐水性建築）
ⅱ：森林、砂防施設整備（土砂・流木の流出対策の強化、森林の適正管理・災害に強い森づくり）
ⅱ：里山砂防の推進



○堤防補強

河川整備について 第3回検討会提示資料

○堤防補強

湾曲等の影響で洪水位が計画高水位を超え、また、氾濫で甚大な被害の
発生が想定される お 対策

【巻堤イメージ】 【側帯イメージ】

発生が想定される区間においての対策

 天端舗装 法覆工 

(張ブロック等) 
法覆工（張ブロック） 

【巻堤イメ ジ】
側帯 

【側帯イメ ジ】

エプロン又は 
堤脚水路 

ただし、越水しても壊れない堤防を造ることは、技術的に確立されていない。
越水した場合に壊れにくい、壊れるまでの時間を遅らせる効果を期待。

出典：第2回千種川委員会資料（兵庫県）
ⅰ：堤防補強対策（巻堤、側帯）



河川整備について

○氾濫流速軽減対策

【水害防備林】

○氾濫流速軽減対策

・水害防備林を整備することにより、
万一洪水が発生してもその勢いを
弱め堤内地側の家屋等に対する被
害軽減が図れる。

出典：国土交通省徳島河川国道事務所HP
整備前

整備後現況

ⅰ：氾濫流速軽減対策（水害防備林）



○氾濫域対策

河川整備について

○氾濫域対策

【輪中堤、二線堤など】

輪中堤、二線堤などにより浸
水被害から住家を守るととも水被害から住家を守るととも
に、それ以外の区域では新
たな住家が立地しないよう災
害危険区域の指定等の措置害危険区域の指定等の措置
が必要

輪中堤、二線連続堤防の整備に比 輪中堤、 線
堤などを整備し
た区間におい
てはん濫が発

超過
洪水

下流域に対す
る負担軽減と
なる

べ、輪中堤、二線堤な
どの整備を行うことによ
り早期に家屋の浸水被
が

ⅱ：氾濫域対策（輪中堤、二線堤など）

生害が解消できる



○家屋浸水被害軽減対策

河川整備について

○家屋浸水被害軽減対策

・家の床を高くしたり、防水機能のある壁を設置したりすれば、水害
【耐水性建築】
家の床を高くしたり、防水機能のある壁を設置したりすれば、水害
が発生しても被害を軽減出来る。

出典：「わが家の大雨対策－安心な暮らしのために」 （財）日本建設防災協会出典：「わが家の大雨対策 安心な暮らしのために」 （財）日本建設防災協会

嵩上げ（盛り土） 建物防水（耐水性のある材料の使用）

嵩上げ（盛り土）部

出典：「わが家の大雨対策－安心な暮らしのために」 （財）日本建設防災協会ⅱ：家屋浸水被害防止対策（耐水性建築）



○森林 砂防施設整備

河川整備について 第3回検討会提示資料

○森林、砂防施設整備
【土砂・流木の流出対策の強化】

出典：第2回千種川委員会資料ⅱ：森林、砂防施設整備（土砂・流木の流出対策の強化、森林の適正管理・災害に強い森づくり）



○森林 砂防施設整備

河川整備について 第3回検討会提示資料

○森林、砂防施設整備
【森林の適正管理・災害に強い森づくり】

出典：第2回千種川委員会資料ⅱ：森林、砂防施設整備（土砂・流木の流出対策の強化、森林の適正管理・災害に強い森づくり）



河川整備について

○里山砂防の推進

里山砂防とは・・・
◆過疎化などの影響で荒廃が進んだ山林を 住民と連携して保全を図る取り組み

○里山砂防の推進

◆過疎化などの影響で荒廃が進んだ山林を、住民と連携して保全を図る取り組み。
◆里山地域の土砂災害からの安全を図るのと併せ、自然環境豊かで災害に強い地域づくりを行う。

流域の現状 地域住民等の
参画

工事用・管理用
道路の活用

＜上流域の荒廃＞

砂防堰堤の整備のとどまらず 周辺の山

地域や子供たち等の住民参加により森
づくりを実施

砂防堰堤工事により設置した工事用
道路は間伐材の搬出等に活用。

＜流木等による下流での被害＞

砂防堰堤の整備のとどまらず、周辺の山
林の保全を図ることにより、土砂災害か
らの安全が図れるとともに、河川の流木
被害の解消も期待できる＜流木等による下流での被害＞ 被害の解消も期待できる。

ⅱ：里山砂防の推進


